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食料生産地域再生のための先端技術展開事業「復旧水田における 
先端技術導入による水田営農の高度安定化に向けた実証研究」成果集 

〇 コウキヤガラとは 

 茎は三角形で直立、高さは大きいもので 1m になります。海岸近く

の湿地や干拓地の水田に発生する多年生草本で、種子でも繁殖します

が、水田では越冬した塊茎から発生すると株が大型化しやすく、特に

大きな問題となり、多発生すると水稲の生育に影響します。 
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（本マニュアルは、食料生産基地再生のための先端技術展開事業 JP000418 による成果です。） 
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（1） コウキヤガラの発生生態（図１） 

 コウキヤガラは、春先に塊茎

から出芽、根茎も伸ばし、生育

を開始。耕起前から出芽を見る

事ができ、耕起や代かきの度に、

砕かれ土中にすき込まれます

が、出芽はダラダラと続きます。 

出芽したコウキヤガラは、２

～４枚の葉を展開し、６月下旬

頃に小穂を形成し、花をつけ、

その後種子も作ります。また、

根茎の先端や途中から新たな塊

茎を作り、増殖します。７月中

旬には小さいながら新たな塊茎

を確認できるようになります。 

８月上旬頃に 80cm 程度まで大きく

なります。秋に、地上部は枯死してなくなりますが、塊茎は土中に残り、越冬します。 

コウキヤガラの発生は、水口や畦畔際から始まります。このマニュアルでは少発生と

呼び、その後、畦間に侵入し発生したものを中発生、全面に発生し、または坪状に激し

く発生したものを多発生、更に、全面かつ坪状に激しく発生したものを甚発生と呼びま

す（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 コウキヤガラの 1年 

      陸前高田市での調査結果 

図２ コウキヤガラ発生の様子 
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(2) コウキヤガラの発生について 

 震災前は水田におけるコウキヤガラの雑草化は確認されていませんでしたが、震災後

の平成 27 年頃から、陸前高田市小友地区、広田地区、大船渡市吉浜地区の復旧水田でコ

ウキヤガラの発生が確認され、一部のほ場で多発生により水稲が減収します。 

 

(3) H30 年における発生状況 

 右の図３は、平成 30 年に

陸前高田市小友地区で、大船

渡農業改良普及センターが

コウキヤガラの発生状況を

調査した結果です。 

図では、発生の様子から発

生程度を「無」～「甚」５段

階に色分しています。 

更に、農研センターが行っ

た坪刈り調査結果、１割以上

の減収となる発生程度「中」

以上の圃場が、全体 27.1%で

した。 

  

 

 

(1) 移植栽培におけるコウキヤガラの効果的な防除方法 

コウキヤガラに対して、ピラクロニル剤や ALS 阻害剤を含む除草剤が有効です。次の

表１を基に、前年発生程度で単用処理、体系処理、秋耕起を組み合わせて、防除しまし

ょう。 

 

 
 

(2) 除草剤による防除 

① 発生別の防除、有効剤による体系防除の活用（表２） 

コウキヤガラに対して、ピラクロニル剤や ALS 阻害剤を含む除草剤が有効なので、こ

れらの成分を含む除草剤で防除を実施します。 

当年の薬剤防除
耕種的
防除

次年度
体系処理の

要否

無
～少

単用処理
ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ剤やALS阻害剤を含む初中期一発剤
必要に応じ、手で除草

秋耕起 －

中
体系処理
1回目：ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙ剤やALS阻害剤を含む初中期一発剤
2回目：ALS阻害剤を含む中期剤

秋耕起 －

多
～甚

体系処理：上段と同じ 秋耕起 〇

前年
発生

程度*

図３ H30 年の陸前高田市小友地区におけるコウキヤ 

ガラ発生状況 

表１ コウキヤガラの効果的な防除方法 

※ 調査時期は、中干後の 7月中旬 

発生程度 発生の様子（畦畔からの観察） H30圃場数 減収程度

甚 ほ場全面に発生、プラス坪状に激しく発生。 21（ 5.4%） 2割～3割

多 ほ場全面に発生、または坪状に激しく発生。 31（ 8.0%） 2割程度

中 条間での発生を確認（ほ場内に広く発生）。 53（13.7%） 1割～2割

少 水口または畦畔際に発生（ほ場内に侵入）。 110（28.5%） 減収極微

無 発生無。 171（44.3%） 減収無
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前年の発生程度「中」以上では、ダラダラ発生するコウキヤガラを一度の薬剤散布で

十分な防除が出来ないので、ALS 阻害剤を含む中期剤で２回目の防除を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 多発生圃場における体系防除の連用（表３） 

「多」以上の発生では、体系処理では、コウキヤガラが残草するので、残草したコウ

キヤガラは、中干し前にベンタゾン剤を含む除草剤で追加防除を行い、次年度も体系処

理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ベンタゾン剤を含む除草剤による追加防除 

②の場合に限らず、コウキヤガラが残草した時は、中干し前までにバサグラン剤を含

む除草剤で防除を実施し、次年度は体系防除とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 有効成分を含む除草剤の単用処理と体系処理の効果（令和 1年） 

※ 発生程度は、平成 30 年 6月 6 日調査 
※ 残草調査は、6月 30 日に実施。 

※ 防除効果は、最も発生の多かった G ほ場の残草調査の結果に対し、 
◎は発生比率が 10%以下。〇は発生比率が 10%以上、25%未満。△は 25%以上を示す。 

ほ場
番号

前年
発生
程度

防除方法
有効除草

成分

残草調査
草丈(cm)

×個体数(本/㎡)

防除
効果

塊茎
乾物量
(g/㎡)

A 無 初中期一発剤による単用処理 Pyra、Pr 0.0 ◎ 0.8

B 無 初中期一発剤による単用処理 Pyra、M 0.0 ◎ 0.0

D 中
初中期一発剤
+中期剤の体系処理

Pyri
+Pyra、M

0.0 ◎ 3.9

E 中
初中期一発剤
+中期剤の体系処理

Pyra、Pr
+M

0.0 ◎ 0.1

G 甚
初中期一発剤+中期剤の体系処理
+ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝ剤の追加防除

Pyra、Pr
+M+B

347.0 △ 27.5

有効除草成分 作用機構

ピラクロニル
(Pyra)

PPO阻害剤

プロピリスルフロン
(Pr)

ALS阻害剤

メタゾスルフロン
(M)

　〃

ピリミスルファン
(Pyri)

　〃

ベンタゾン
(B)

光合成阻害型

ほ場
番号

R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2 R1 R2
B Pyra、M Pyra、M 0.0 0.0 ◎ ◎ 0.0 0.0

C
初中期一発剤
+追加防除（前年無発生）

初中期一発剤
+中期剤の体系処理

Pryi
+B

Pyra、Pr
+M

137.7 0.0 △ ◎ 4.2 0.02

F
初中期一発剤
+中期剤の体系処理
（前年甚発生）

初中期一発剤
+中期剤の体系処理

Pyra
+M

Pyra、Pr
+M

0.0 0.0 ◎ ◎ 1.3 0.9

G
初中期一発剤
+中期剤の体系処理+追加防除
（前年甚発生）

初中期一発剤
+中期剤の体系処理

Pyra、Pr
+Pyri+B

Pyra、Pr
+M

347.0 1.1 △ ◎ 27.5 11.5

塊茎
乾物量
(g/㎡)

初中期一発剤による単用処理（前年無発生）

防除方法 有効除草剤分
残草調査
草丈(cm)

×個体数(本/㎡)

防除
効果

表３ 有効成分を含む除草剤の体系処理による 2 か年の連年処理の効果（令和 1～2 年） 

※ 残草調査は、R1 は 6 月 30 日、R2 は 6 月 23 日に実施。 
※ 防除効果は、R1 は最も発生の多かった G ほ場の残草調査の結果に対し、R2 は無処理区の残草調査結果 

(草丈×個数=8512.0)に対し、それぞれ、◎は発生比率が 10%以下。〇は発生比率が 10%以上、25%未満。 
△は 25%以上を示す。 
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(3)耕種的防除 

① 秋耕起 

収穫後の秋耕起は、コウキヤガラの発生を抑制するので（図４、表３）、薬剤防除と

組み合わせて実施しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 手取り除草 

コウキヤガラ発生は水口や畦畔際から始まるので、発生初期の手取り除草が有効です。 

③ 作業機の洗浄 

耕起ロータや代かきロータは作業後洗浄し、塊茎を他圃場へ持ち込まないようにしま

しょう。 

 

 ９月 10 月 11 月 
～３月 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 

水稲  

 

 

       

雑草

防除 

 

 

 

 

        

コウ

キヤ

ガラ 

 

 

 

 

 

 

 

       

有効剤での 

１回目防除 

※ 耕種概要は、左図に同じ。 

秋耕起あり 秋耕起なし 

草丈 個体数

(cm) (本/㎡)

秋耕起あり 39.6 11.1 132.3

秋耕起なし 53.4 32.2 561.7

コウキヤガラの
残草調査（7/26）

草丈
×個体数

図４ 秋耕起のコウキヤガラ発生抑制効果 

(令和 1 年) 
左側は前作収穫後の平成 30 年 11 月 16 日に水田プラウ 
による秋耕起を実施。 
右側は秋耕起未実施。 
除草剤による防除は、ﾋﾟﾗｸﾛﾆﾙと ALS 阻害剤 
を含む初中期一発剤+ALS 阻害剤を含む中期剤で実施。 
赤で囲った箇所にコウキヤガラが多発生。 

表４ 秋耕起のコウキヤガラ発生 

抑制効果（令和 1 年） 

 

収
穫 

耕
起 

耕
起
・
施
肥 

代
か
き 

田
植 分

げ
つ
期

中
干
し

幼
穂
形
成
期

出
穂
・
開
花
期

秋耕起 

有効剤での 

２目防除 

ベンタゾン 

ダラダラ出芽 

草丈５cm 

草丈 25cm 

草丈 50cm 

草丈 80cm 

小
穂
形
成 

塊
茎
形
成
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乾田直播栽培では、ダラダラ発生するコウキヤガラを水稲出芽後にクリンチャーバ

ス ME で除草したあと入水します。入水後はコウキヤガラに有効な成分を含む除草剤で

処理を行い、残草が多い場合は、中・後期剤で追加防除を行う。 

 

 

雇用型の大規模経営や集落営農法人などでは、経営規模の拡大により、ほ場数や雇用労働力、扱

う資材や機械などの経営資源が増加する状況となっています。このため、これまでの紙ベースの記

録や勘と経験に頼るだけの管理では、記録が整理されず膨大になり、情報が探しにくくなったり、

その担当者限りとなってしまうなど、作業や生産に関するデータの管理や共有、実績の振り返り、

適切な作業・生産管理での活用が困難になることが考えられます。 

このような状況下では、作業計画作成・作業管理がスムーズに進まず、作業効率の低下による労

働時間の増大や適期作業の遅延、それに伴う減収などの課題につながることが懸念されます。 

近年、IT ベンダーや農業機械メーカー、大手企業などから、多くの生産管理支援システム（以下、

「システム」という。）が開発・利用され始めており、システムを利用した生産管理も選択肢の一つ

として挙げられます。システムで管理することで、より多くの情報をコンパクトにわかりやすく管

理できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的な除草体系は以下のとおり。 

 

 

 

 

 入水前にクリンチャーバスＭＥを処理し、発生済みの雑草を除草し、入水後に一発
処理除草剤を散布する。6 月下旬に雑草が多い場合は、中・後期除草剤を使用する。 
 難防除雑草コウキヤガラの発生が多いほ場では、入水後の一発処理除草剤はコウキ
ヤガラに効果のある成分を含む剤を使用する。例えば、フルパワーＭＸ（センイチＭ
Ｘ）1 キロ粒剤、フルパワーＭＸ（センイチＭＸ）ジャンボなど。 

 
播種 最高分げつ期 出芽 入水 

 

除草剤 除草剤 除草剤 

クリンチャー 

バス ME 

一発処理剤 中・後期剤 

（残草が多い 

場合に使用） 
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 (1)「津波被災農地における効果的なコウキヤガラ防除対策-震災復興関連技術-」（第 88 号参

考資料：平成 25年）宮城県古川農業試験場 

 (2)平成 27 年度岩手農研試験研究成果書「岩手県の津波被災農地における水田雑草「コウキヤ

ガラ」発生の確認」 

 

 

 

 

 

  岩手県農業研究センター 生産基盤研究部部 水田利用研究室 

〒024-0003 岩手県北上市成田 20-1 TEL. 0197-68-4412  FAX. 0197-71-1081  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この内容は、農林水産省・復興庁が実施する「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」のうち、 

『復旧水田における先端技術導入による水田営農の高度安定化に向けた実証研究』（JPJ000418）による研究成果に基づくものです。 

 


